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1 はじめに

近年，CO2の排出削減，及び東日本大震災による節電

要求から，消費電力削減の意識が高まっている．オフィ

スにおいては，照明の消費電力量が室内全体の約 4 割

を占めており 1) ，照明の消費電力量の削減が省エネル

ギー化に有効であると言える．

　現在，省エネルギー化を実現できる照明方式として，

タスク・アンビエント照明が存在する．タスク・アンビ

エント照明とは，室内全体を照らすアンビエント照明と

タスクライトを併用し，室内全体の消費電力を削減する

照明方式である．タスク・アンビエント照明においては，

タスクライトによる照度（タスク照度）とアンビエント

照明による照度（アンビエント照度）の差が大きいと，

執務者の快適性に影響が出ることが問題となる 2) 3) ．

　一方で，著者らは，オフィス環境において執務者の知

的生産性向上と省エネルギー化を目的とした知的照明シ

ステムの研究を行っている 4) ．タスク・アンビエント

照明に知的照明システムを導入した場合，アンビエント

照明を最適制御することによってさらなる省エネルギー

性が期待できる．

　本研究では，タスク・アンビエント照明に知的照明シ

ステムを導入した場合における消費電力のシミュレー

ションを行い，知的照明システムを導入したタスク・ア

ンビエント照明の有用性を示す．

2 知的照明システム

知的照明システムは制御装置，調光可能なアンビエン

ト照明器具，照度センサ，および電力計によって構成さ

れる．各機器はネットワークに接続され，複数のセンサ

の照度情報，および電力値から各照明が自律的に光度を

決定する．各ユーザは目標照度を設定し，それに応じて，

照明が自律的に光度を徐々に最適化し，各ユーザの目標

照度を最小限の電力量で実現する．

　実オフィスに知的照明システムを導入したところ，JIS

基準照度である 750 lx以下の照度を設定する執務者も

多く，全体で消費電力量を 50%程度削減することが可能

となった 5) ．

3 消費電力シミュレーション

3.1 シミュレーションの概要

消費電力を比較する対象は，以下の 3種類とする．

• 一律のアンビエント照明のみの方式

• タスク・アンビエント照明方式

• 知的照明システムを導入したタスク・アンビエント
照明方式

これらの 3種類の方式において，同一の作業面照度を満

たした場合の消費電力量を検討する．それぞれの方式の

概念図を Fig. 1に示す．

(a) 一律のアンビエント照明のみの方式

(b) タスク・アンビエント照明方式

(c) 知的照明システムを導入したタスク・アン
ビエント照明方式

Fig. 1 比較する照明方式の概念図

　アンビエント照明の消費電力は実測データから，全て

の在席状況における消費電力を知的照明システムのシ
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ミュレータで算出した．シミュレーションに設定する作

業面上のタスク照度，およびアンビエント照度は快適性

に関して良好な結果が得られている 2) アンビエント照

度を 300 lx，タスク照度を 300 lxとする．タスクライ

トとアンビエント照明の消費電力と合わせた全消費電力

を在席率ごとに算出し，検討した．

3.2 実験環境

シミュレーション対象の室内には，照度シミュレータ

を作成した実験室と同様の間取りの室内において，オ

フィスレイアウトにおける執務者に必要なスペースを考

慮し 6) ，Fig. 2に示す室内を設定した．なお，アンビ

Fig. 2 シミュレーションする室内のレイアウト

エント照明は Panasonic社製 FHP45ENを 15灯を使用

した．Fig. 2の室内における最大 12名の執務者の全て

の在席状況における消費電力をシミュレータで求め，在

席率ごとの平均消費電力を算出した．

　タスクライトは以下の 2種類の調光可能な機器を使用

した．

• Panasonic社製 蛍光灯デスクスタンド SQ890

• TWINBIRD社製 LEDデスクスタンド LE-H615W

なお，タスクライトの照度分布は作業面上で不均一であ

るため，机上面のうち，机上作業で最も重要だと考えら

れる奥行き 60cm，幅 90cmの範囲における照度分布を

計測し，その範囲の平均照度を本シミュレーションにお

けるタスク照度とした．

　タスクライトの消費電力は富士通コンポーネント社製

スマートコンセントを用いた．蛍光灯，および LEDタ

スクライトをタスク照度が 300 lxとなるよう調光した場

合，計測された消費電力は蛍光灯タスクライトが 12W，

LEDタスクライトが 5Wとなった．

3.3 シミュレーション結果

シミュレーション結果を Fig. 3に示す．　タスク・ア

ンビエント照明において，知的照明システムを導入した

場合としていない場合を比較すると，在席率が 100%の

場合は消費電力の差は見られないが，蛍光灯・LEDどち

らの場合でも在席率が低くなるほど消費電力の削減効果

がより高くなり，在席率が 50%以下で 10%以上の消費

電力削減率の向上が可能となった．在席率が低くなるほ

(a) 蛍光灯タスクライト

(b) LED タスクライト

Fig. 3 シミュレーション結果

ど，知的照明システムによって在席者がいない場所の照

度を抑えることでき，より消費電力の削減が可能となっ

たと考えられる．

　また，蛍光灯タスクライトと LEDタスクライトを比

較すると，在席率が高いほど LED の方が優位となり，

LEDタスクライトを用いる方が望ましいと言える．

4 まとめ

本研究では，知的照明システムによるアンビエント照

明の最適制御によって消費電力をさらに削減できること

を明らかにした．タスク・アンビエント照明，および知

的照明システムにより室内の照明の消費電力を大きく削

減すれば，社会的な節電の必要性に対応可能だと言える．
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